
                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 基金積立額 
モノちゃん 

募金額 

関連物品 

売払収入額 

ふるさと 

寄附金額 
その他 年度合計 

２３ 10,000,000 円 － － － － 10,000,000 円 

２４ 20,000,000 円 － － － 4,985 円 20,004,985 円 

２５ 30,000,000 円 158,950 円 43,800 円 － 11,282 円 30,214,032 円 

２６ 40,000,000 円 155,490 円 39,560 円 4,965,204 円 20,557 円 45,180,811 円 

２７ 50,000,000 円 107,508 円 30,860 円 722,689 円 37,941 円 50,898,998 円 

２８ 100,000,000円 174,966 円 54,300 円 5,934,516 円 42,509 円 106,206,291円 

２９ 150,000,000円 124,636 円 90,960 円 1,000,000 円 38,432 円 151,254,028円 

合 計 400,000,000円 721,550 円 259,480 円 12,622,409 円 155,706 円 413,759,145円 
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T e l 042-565-1111(内線 279)／F a x 042-566-4493／E-mail kotsukikaku@city.musashimurayama.lg.jp 

平成30年 5月 15日発行 

74 号 

モノレール基金積立状況報告 

第三小学校がモノレール延伸をＰＲ♪ 

 武蔵村山市では、多摩都市モノレールの延伸が実現した際に備え、必要となる資金を積み立てる

ため、モノレール基金を設置しています。 

 本基金には、平成２３年度から毎年度市の一般会計から計画的に積み立てているもののほか、モ

ノちゃん募金、関連物品（モノレールグッズ）の売上金なども積み立てています。 

 これまでに市民の皆様からお預かりしたモノちゃん募金額は７２１，５５０円、関連物品売上額

は２５９，４８０円であり、市の積立額等と合わせた基金の合計は、平成３０年３月３１日現在で

４１３，７５９，１４５円となりました。 

 モノレール延伸実現のためには、市民の皆様の想いが必要不可欠です。引き続きご支援ご協力を

よろしくお願いします。 

モノレール基金積立状況 

 昨年度、武蔵村山市立第三小学校では、モノレールの延伸

実現に向けた武蔵村山市のPRなどをテーマに５年生児童の

「総合的な学習の時間」の授業が行われました。PR につい

ては、児童が発案し、「LINE スタンプ」と「市の PR 動画」

を作製しました。LINE スタンプは４月１４日から発売され、

PR 動画は４月５日に YouTube に投稿されています。 

魅力づくり推進事業 

ＰＲキャラクター 

「むむちゃん」 



「モノレールを呼ぼう！市民の会」の活動については、下記

URL からご覧いただけますので是非皆様ご覧ください。 

http://shiminnokai.org/wp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇多摩都市モノレール株式会社表敬訪問（平成２９年１０月６日） 

近隣（立川市、東大和市、瑞穂町）の商工会議所・商工会と連携し多摩都市モノレール株式会社を表

敬訪問されました。 

代表取締役社長の醍醐氏との間で、モノレールの現状、延伸に向けた意見交換を行いました。 
 

〇東京都知事への要望書提出（平成３０年２月９日） 
 小池東京都知事に対して、「多摩都市モノレール早期延伸について」の要望書を提出しました。 

要望内容（要旨） 

上北台から箱根ケ崎へのモノレール延伸実現を悲願とする私たち、そして武蔵村山市民は、このたび

の東京都鉄道新線建設等準備基金が創設されることを契機に、箱根ケ崎へのモノレール延伸の事業化が

小池知事のもとで早期に図られますよう強く要望致します。 
 

〇１００人会議 モノレール編 Part3（平成３０年３月１７日） 
 住みたいまちとしてたびたびランキングの１位を獲得している吉祥寺（武蔵野市）のまちづくりの実

例やモノレールの開業により変貌していく他市の事例について当事者や専門家にお話しいただきまし

た。 

 その後は、パネルディスカッションや質疑応答を行い、モノレール延伸後のまちづくりについて、パ

ネリストやお越しいただいた方々が熱く語り合いました。 

「モノレールを呼ぼう！市民の会」は、市民の皆様の立場でモノレール延伸の実現に向けた活

動を行っています。 

 「モノレールを呼ぼう！市民の会」は、平成２１年９月に設立されました。設立当初は、市民

の皆さま約１００人で発足しましたが、平成３０年３月３１日現在では、個人会員１５４名、団

体会員 1 団体、賛助会員５２名、サポート会員延べ１，０５０名にまで会員が増えました。 

主な活動として、東京都への要望活動を行うほか、講演会や、デエダラまつり等での啓発活動

を行っています。 

基調講演の様子 パネルディスカッションの様子 会長の挨拶 

http://shiminnokai.org/wp/

